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１１月は地産地消月間です。地産地消とは「その土地でとれたものを、その土地で消費すること」をいい

ます。「地産地消」は、生産者、消費者、そして環境にもよいことがたくさんあります。例えば、●新鮮でお

いしく、旬を味わえる。●作る人と買う人のコミュニケーションが生まれ、地域を元気にする●運ぶ距離が

短いので、二酸化炭素の排出量が少なく、環境にやさしい。などです 

どうしてこの地域でつくられるようになったのかを考えることにより地域の自然や歴史を知ることにもつ

ながります。地産地消を暮らしの中に取り入れてみませんか。 

1111 月月のの献献立立  

◆ 地産地消月間にちなんで、横浜市で多く生産されている“こまつな・キャベツ・だいこん”な

どを多く取り入れました。 

➢ ツナとこまつなのスパゲティ はまっ子キャベツナ 

＊地産地消月間にちなんだ全市の取り組みとして「はまっ子キャベツナ」は横浜市内で生産された

キャベツを使用します。 

◆ はま菜ちゃん料理コンクール受賞作品「はまっ子キャベツナ」を取り入れました。 

◆ 神奈川県の郷土料理「けんちん汁」を取り入れました。 

◆ 旬の食品を取り入れました 

➢ さば さけ ごぼう だいこん ねぎ キャベツ こまつな さといも ほうれんそう 

さつまいも  しめじ えのきたけ  かき りんご みかん 

1111 月月のの献献立立のの変変更更    （下線が変更した献立です） 

日 本町小メニュー 使用する食材 

20日 

（木） 

ごはん 

牛乳 

さばのみそ煮 

磯香あえ 

きのこ汁 

●きのこ汁 

しめじ えのきたけ エリンギ ねぎ さといも しょうゆ 塩 削り節 だし昆布  

 

  

1111月月のの給給食食室室ででのの炊炊飯飯  
※ 横浜市は外部にごはんの炊飯を委託しています。本町小では給食室での炊飯も行います。 

●18日（火） はいがごはん  ※対象学年 1・4年生（1か月に 2学年ずつ） 

1111月月のの地地産産地地消消（（横横浜浜市市内内産産物物のの利利用用））  

●地産地産の推進として一部 JA横浜より 

横浜市内産の野菜を購入します。 

  

 

13日（木） だいこん ねぎ こまつな＜けんちん汁＞ 

21日（金） キャベツ こまつな＜みそ汁＞ 

28日（金） キャベツ＊ こまつな ＜はまっ子キャベツ＞ 

           さつまいも＜みそ汁＞ 

１１月は読書月間です。図書館にある本にもおいしそうな食べ物がたくさん登

場しますね。本町小では「精霊の守り人」という本に出てくる『山菜鍋』をイメー

ジした『きのこ汁』を提供します。「カンクイというきのこ」は手に入らなかった

ので３種類のきのこを変わりに合わせました。 
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 10月 29日に PTA環境委員会による給食試食会を開催していただきました。ご参加ありがとうご

ざいました。当日配付した資料は本町小ホームページに掲載します。ぜひご覧ください。 

本町小でも和食の給食を多く取り入れてい

ます。 

和食の給食の工夫としましては、だしはか

つお節や昆布でその日にとっています。ま

た、日本で昔から食べられている魚やだい

ずを多く取り入れています。カリッと揚げた

だいずは子どもたちにも好評でした。 


